
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
大
阪

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
が
発
行

し
た
「
輝
け
子
ど
も
た
ち
」

２
０
１
３
年
版
か
ら
の
転
載

で
す
。

Ｑ
１
「
部
落
問
題
」
と
は
何

で
す
か
。

Ａ
１(

１)

部
落
問
題
は
封

建
時
代
の
残
り
も
の
で
す

江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
の

封
建
社
会
は
身
分
を
も
と
に

す
る
社
会
で
し
た
。
明
治
以

後
の
日
本
の
近
代
化
の
中
で

も
、
地
域
社
会
の
中
で
は
江

戸
時
代
の
賤
民
身
分
に
つ
な

が
り
が
あ
る
と
さ
れ
た
一
部

の
地
域
が
差
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
差

別
の
解
消
を
め
ざ
す
運
動
が

大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
天
皇
を
頂
点
と

す
る
皇
族
・
華
族
・
士
族
な

ど
の
身
分
制
度
、
地
主
制
度
、

戸
主
制
度
な
ど
半
ば
封
建
的

な
体
制
の
も
と
で
解
決
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

戦
後
、
日
本
国
憲
法
の
成

立
と
国
民
の
民
主
主
義
的
意

識
の
高
ま
り
の
中
で
、
部
落

問
題
は
解
決
に
大
き
く
道
を

開
き
ま
し
た
。

１
９
６
９
年
か
ら
始
ま
っ

た
同
和
対
策
事
業
は
国
地
方

自
治
体
あ
わ
せ
て
15
兆
円
が

投
入
さ
れ
、
日
本
の
高
度
経

済
成
長
と
と
も
に
地
域
の
状

況
を
一
変
し
ま
し
た
。

劣
悪
な
地
域
の
環
境
は
改

善
さ
れ
、
「
部
落
」
と
呼
ば

れ
た
集
落
の
景
観
も
な
く
な

り
、
周
辺
地
域
と
の
分
別
も

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
人

口
の
流
出
入
に
よ
り
、
居
住

す
る
人
々
の
入
れ
替
わ
り
も

激
し
く
、
誰
が
従
来
か
ら
の

居
住
者
か
、
誰
が
そ
う
で
な

い
か
も
分
か
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
結
婚
や
進
学
・
就
職

も
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

(

２)

子
ど
も
の
中
に
部
落

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん

１
９
６
５
年
の
同
和
対
策

審
議
会
答
申
は
、
経
済
的
事

情
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
不

就
学
・
長
欠
、
進
学
・
就
職

の
困
難
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
な
ど

疾
患
や
栄
養
状
態
の
困
難
な

ど
を
子
ど
も
た
ち
の
中
の
部

落
問
題
と
し
て
指
摘
し
て
い

ま
し
た
。
同
和
対
策
事
業
に

よ
り
、
地
域
の
環
境
や
就
職

が
改
善
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な

問
題
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。

今
日
の
不
登
校
・
登
校
拒

否
や
い
じ
め
、
低
学
力
、
就

職
の
困
難
な
ど
は
日
本
社
会

の
全
体
の
問
題
で
す
。

府
教
委
は
部
落
問
題
の
残

さ
れ
た
課
題
と
し
て
「
同
和

地
区
は
低
学
力
」
と
述
べ
て

い
ま
し
た
が
、
府
民
か
ら

「
混
住
が
進
む
も
と
で
、
低

学
力
は
経
済
的
状
況
に
よ
る

も
の
で
な
く
部
落
問
題
に
よ

る
も
の
と
根
拠
を
あ
げ
て
言

え
る
の
か
」
と
指
摘
さ
れ
、

答
弁
不
能
に
な
り
ま
し
た
。

(

３)

部
落
問
題
の
解
決
と

は
出
身
を
意
識
し
な
い
こ
と

２
０
１
２
年
に
泉
南
市
が

行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は

驚
く
こ
と
に
「
あ
な
た
は
同

和
地
区
出
身
者
の
友
人
や
知

人
が
い
ま
す
か
」
「
家
族
・

親
族
が
い
ま
す
か
」
と
い
う

項
目
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
泉
南
市
の
例
で
言
え

ば
、
逆
に
部
落
問
題
の
解
決

と
は
、
友
人
や
知
人
、
家
族
・

親
族
が
、
「
同
和
地
区
」
出

身
者
か
ど
う
か
意
識
し
な
い
、

そ
ん
な
こ
と
関
係
な
い
わ
、

と
い
う
状
態
に
な
る
こ
と
が

部
落
問
題
の
解
決
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
現
在
で
は
、
「
同

和
地
区
」
と
い
う
指
定
も
な

く
な
り
、
「
同
和
地
区
」
出

身
か
ど
う
か
を
意
識
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
問

題
と
し
て
の
部
落
問
題
は
基

本
的
に
解
決
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
偏
見
や
誤
解
を
持
つ

人
が
い
る
に
し
て
も
、
社
会

と
し
て
そ
れ
が
受
け
入
れ
ら

れ
る
こ
と
は
な
く
、
逆
に
克

服
し
て
国
民
融
合
を
す
す
め

て
い
く
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子どもたちのための最善の教育条件を確保するために泉北教組はがんばります。

№１９４３ 泉北教育 ２０１３年１０月３０日 （２）

「秘密保護法案」の提出に当たり

自民党良識派(？)に問う

「わが国が自由と民主主義にもとづく国家体制

を前提とする限り、国政に関する情報は主権者た

る国民に対し基本的に開かれていなければならな

い」。『中央公論』１９８７年４月号で、こんな

主張をしたのは誰でしょう？

○…ヒント(1) 論文は「われら自民党議員『スパ

イ防止法案』に反対する」という題名です。「国

家機密法案」ともいい、自民党政権が１９８５年

に国会に提出したものの世論の反対で廃案に。安

倍内閣が提出を狙う「秘密保護法案」は、この再

来とされます。

○…ヒント(2) 秘密保護法案では「報道の自由」

を書き込むかが、焦点のようにされています。こ

の論文の筆者は、「（スパイ防止法案が）報道機

関のみ、（処罰の対象にしない）規定をなぜ置く

のか、報道機関以外はすべて処罰されるとするの

か疑問である。かかる規定は、国民すべてに適用

されるべき」と自民党議員１２人で意見書を出し

ています。「このような発想でつくられた法案が、

国家による情報統制法の色彩を持つことを避けら

れない」などと書いています。

○…正解は、現職閣僚、谷垣禎一法相です。２０

年以上前、これだけの

問題点を指摘しながら、

秘密保護法案を閣議決

定していいのか。谷垣

氏と自民党が厳しく問

われる問題です。




